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ＱＣ検定 3 級(CBT)問題例 

※PC 画面での表示イメージを示します。画面左側・右側でそれぞれ縦横にスクロールできます。詳しい操作方法は別資料をご参照ください。  

●【基本統計量】  

ある部品について，5 本のサンプルをランダムに抜き取り，直径 x

（単位は省略）を測定して表 1 の結果を得た．なお，表 1 には，計算

に便利なように x2 も計算してある．  

    表 1 

測定順 測定値 x x2 

1  2 4 

2    5 25 

3  3   9 

4  8  64 

5  1 1 

計  19 103 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【問 1】表 1 のデータを用いて，平均値 xを計算した．平均値 xの値

としてもっとも適切なものをひとつ選べ．   

ア．3.2 

イ．3.8 

ウ．4.0 

エ．4.8 

 

【問 2】表 1 のデータを用いて，メディアン x を計算した．メディア

ン x の値としてもっとも適切なものをひとつ選べ．   

ア．2 

イ．2.5 

ウ．3 

エ．4 

 

【問 3】表 1 のデータを用いて，不偏分散 V を計算した．不偏分散 V

の値としてもっとも適切なものをひとつ選べ．   

ア．6.2 

イ．7.7 

ウ．20.6 

エ．25.8 

 

【問 4】表 1 のデータを用いて，標準偏差 s を計算した．標準偏差 s
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の値としてもっとも適切なものをひとつ選べ．   

ア．2.5 

イ．2.8 

ウ．4.5 

エ．5.1 

 

【問 5】表 1 のデータを用いて，範囲 R を計算した．範囲 R の値とし

てもっとも適切なものをひとつ選べ．   

ア．6 

イ．7 

ウ．8 

エ．19 

 

 

 
●【正規分布】  

ある工場で生産している機械部品の寸法 x（mm）は正規分布 N 

(23.0, 0.42 ) に従っている．なお，解答にあたって必要であれば正規

分布表を用いよ．  

【問 6】寸法 x が 23.5（mm）以上となる確率は約何%であるか．も

っとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．0.5 

イ．1 

ウ．5 

エ．10 

 

【問 7】寸法 x が 22.6（mm）から 22.8（mm）の間となる確率は約
何%であるか．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．15 

イ．25 
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ウ．30 

エ．50 

 

【問 8】寸法 x が a 以上になる確率が 5%のとき，a の値としてもっ
とも近いものはどれか．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．23.513 

イ．23.658 

ウ．23.784 

エ．24.030 
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●【特性要因図】  

以下に，一般的な特性要因図の作成手順を示す．  

 

手順 1：対策あるいは改善しなければならない問題（Ａ）を取り上

げる． 

手順 2：一般に，右側に問題（Ａ）を書いて四角で囲み，それに向

かって左から水平に太い矢印（Ｂ）を書く．問題（Ａ）に影響を与

える要因を洗い出し，大要因から矢印のつながりによって要因間の

関係を系統的に整理する．   

手順 3：ひとまず完成した特性要因図について，要因に漏れがない

かなどチェックして（Ｃ）必要なものは加え，不要なものは消して

最終的な調整を行う．  

手順 4：影響度の大きな要因（Ｄ）には他の要因と区別できるよう

に丸で囲むなどする．  

手順 5：表題，関係者，作成年月日など必要事項を記入する．  

 

【問 13】特性要因図の作成において，取り上げた下線部（Ａ）の問

題を何というか．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．要素  

イ．特性  

ウ．原因  

エ．ノウハウ  

 

【問 14】特性要因図の作成において，下線部（Ｂ）の太い矢印を何

というか．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．大骨  

イ．中骨  

ウ．小骨  

エ．背骨  

 

【問 15】特性要因図の作成において，大要因から太い矢印（Ｂ）に

向けた矢印を何というか．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．大骨  

イ．中骨  

ウ．小骨  

エ．背骨  

 

【問 16】特性要因図の作成において，下線部（Ｃ）でいうチェック

は誰が行うものか．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．学識経験者  

イ．気の合った仲間  

ウ．各組織の代表者  

エ．関係者全員  

 

【問 17】特性要因図の作成において，下線部（Ｄ）の影響度の大き
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な要因を抽出するためには，各要因の影響度をできるだけ客観的な

事実に基づいて評価することが大切である．客観的な事実として，

もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．関係者の勘  

イ．代表者の思い  

ウ．関係者の記憶  

エ．過去のデータや経験  

 

 

●【パレート図】  

図 1 は，改善前と改善後のパレート図である．いずれも，1 か月間に発見された

不適合の箇所数を示している．どちらの場合も，1 か月間に製造された製品の個数

はほぼ同じであった．  また，図 1 のパレート図に表した項目 A から E およびその

他の内容を表 1 に示す．数値は改善前のパレート図の作成の際にカウントされた箇

所数を表す．  

 

図 1 改善前後のパレート図  

 

【問 41】パレート図は，データをカウントし，その箇

所数の大きい順に並べ，棒グラフと折れ線グラフを組

み合わせたものである．データのカウントの仕方とし

て，もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．大きさ別  

イ．項目別 

ウ．重要別 

エ．時間順 

 

【問 42】パレート図は，問題や原因について重要なも

のを絞り込む際に活用される．パレート図を作成する

ときの考え方として，もっとも適切なものをひとつ選

べ． 

ア．重点指向  

イ．標準化 

ウ．4M 

エ．QC ストーリー  
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項目 キズ  色ムラ  ヒビ  汚れ  気泡  その他  合計 

不適合数  25 8 3 31 3 5 75 

 

 

 

 

【問 43】図 1 のパレート図の横軸の最左の項目 A は

何か．表 1 にある項目の中からもっとも適切なものを

ひとつ選べ．  

ア．気泡 

イ．色ムラ 

ウ．キズ 

エ．汚れ 

 

【問 44】図 1 のパレート図の横軸の左から 2 番目の項

目 B は何か．表 1 にある項目の中からもっとも適切な

ものをひとつ選べ．  

ア．色ムラ 

イ．ヒビ 

ウ．汚れ 

エ．キズ 

 

【問 45】図 1 のパレート図の右側の縦軸にとった目盛

りとして，もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．相対度数  

イ．箇所数 

ウ．百分率 

エ．累積百分率  

 

 

【問 46】図 1 の改善前のパレート図において，項目 A

表 1 集計結果（改善前）  
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と B を合わせたときの箇所数の全体に占める割合は約

何(%)であるか．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．10 

イ．30 

ウ．65 

エ．75 

 

【問 47】図 1 において，改善前と改善後のパレート図

を比較したとき，その改善効果の割合は約何 (%)である

か．もっとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．10 

イ．30 

ウ．65 

エ．75 

 

 

 

●【検査】  

（以下、余白）  

【問 78】材料や部品の購入時に実施する検査を何というか．もっとも

適切なものをひとつ選べ．  

ア．工程内検査  

イ．出荷検査  

ウ．全数検査  

エ．受入検査  

 

【問 79】測定器や試験装置は，使用していると劣化や摩耗などにより
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かたよりが発生したり精度が悪くなる．かたよりの発生や精度の悪化

が起こらないようにするためには何が必要か．もっとも適切なものを

ひとつ選べ．  

ア．周期  

イ．校正  

ウ．改正  

エ．展開  

 

【問 80】供給者側のロットごとの検査成績を必要に応じて確認する

ことにより，受入側の試験を省略する検査を何というか．もっとも適

切なものをひとつ選べ．  

ア．受入検査  

イ．全数検査  

ウ．抜取検査  

エ．間接検査  

 

【問 81】検査で不適合品を発見した場合，適合品との混入，後工程へ

の流出を防止するために，まず，製品に対してタグの取付けや，マー

カーの塗布などを実施する．この行為を何というか．もっとも適切な

ものをひとつ選べ．  

ア．評価  

イ．是正  

ウ．選別  

エ．識別  

 

【問 82】検査の目的は，できあがった品物の品質が期待される要求事
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項に合致しているという「何」を，後工程や顧客に与えることか．も

っとも適切なものをひとつ選べ．  

ア．保証  

イ．条件  

ウ．環境  

エ．検査  

 

 


